
 

 

 

 

 

 

◎未来のナース達が	
 参加してくださいました。	
 

  

   5 月 17 日（土）に患者さんとのふれあいを通して看護すること・人の命の

大切さを深めることを目的に『ふれあい看護体験』が開催されました。今年は、

6名の中高校生の皆さんが参加しました。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

トモセラピー（放射線治療）

四国初にびっくり！ 

検査室壁の厚さにまた 

びっくり！！ 
 

全員、白衣に着替えて出発！ 

皆さん、やや緊張気味。 



  

  

  

  

  

参加者による感想文の一部を紹介します。  

  

  

  

  

  

  

  

  

初めて、白衣やナースキャップを着けて、嬉しかった反面とても緊張しましたが、看護師さんた

ちが優しく接してくださり、いつの間にか緊張も少なくなりました。 

印象に残ったのは、実際に患者さんのお世話をしたことです。足を洗う手伝いをしました。 

足を温めるだけで患者さんの体の循環がよくなり心も落ち着くことができることがわかりました。 

今日の体験で楽しめたとこもあれば、苦戦するところもありとてもやりがいがあると感じました。ま

すます、看護師さんになりたいと思いました。           中学生 女子 

グループに分かれ、各病棟の担当

者のもと、足浴介助の体験をしまし

た。 

院内見学    手術室・・・手洗い・ガウンテクニック体験 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   体験当初は、やや緊張気味でとまどう様子でしたが、患者さんと関わるうち

に徐々に緊張もほぐれ素敵な笑顔で接することができていました。  

   体験を終えて、学生さんの声に『やりがいがある仕事』『病院で働く職業に就

きたいという気持ちが強くなった』『来年また参加したい』とあり、貴重な体験

になったこと、私たちスタッフも嬉しく思います。  

   今回体験に参加して頂いた皆さん達と一緒に『よりそう看護』ができる日を

楽しみにしております。  

  

ふれあい看護体験を開催するにあたり、患者さんをはじめ各学校、病院スタ

ッフの方々のご協力をいただき無事終えることができました。ありがとうござ

いました。  

  

  

現場で働いている看護師さんの詳しい仕事の説明や思っていることの声を生で聞き、看護に対す

る興味・関心が高まりました。 

私は今、福祉の勉強をしているのでそれを生かせるような看護師になりたいと思います。  

                                          高校生 女子 

印象に残ったのは、患者さんの足洗いの手伝いです。今まで自分の足以外洗ったことが無いの

で戸惑いましたが、患者さんが喜んでくれて嬉しかったです。人の気持ちを考えながらするのは

大切だと改めて感じました。 

初めての看護体験は、自分の知らなかったことに興味を持ち、学ぶことができました。 

                                          高校生 女子 

 


